
序
多
く
の
実
業
家
、
教
育
家
、
宗
教
家
を
黒
社
は

世
に
送
っ
九
が
、
社
会
雫
業
の
分
野
に
お
い
て
も
、

傑
出
し
た
人
物
を
劃
出
し
て
い
る
。
留
岡
幸
助
、
山

室
軍
平
、
八
浜
徳
次
郎
の
諸
氏
は
、
恵
ま
れ
る
こ
と

の
少
な
い
人
々
に
、
温
い
手
を
さ
し
延
べ
六
。
ホ
村

迄
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
て
、
墨
福
祉
の
而
で
、
理

亨

賀
川
豐
彦
先
生
、
中
鳥
埀
先
生
、
な
ど
の
指
導
し

九
「
社
会
的
基
督
教
」
の
一
群
に
加
わ
っ
て
彼
は
キ

リ
ス
ト
教
的
愛
の
社
会
的
災
践
の
熱
估
を
燃
や
し

九
。

大
阪
水
上
隣
保
鯨
、
こ
れ
こ
そ
中
§
が
、
一
生

を
懸
け
九
仕
半
あ
っ
た
こ
れ
は
昭
和
六
年
、
す

な
わ
ち
彼
か
同
志
社
の
鷲
J
利
を
卒
業
し
九
翌
年
か

ら
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
場
所
は
大
阪
市
港
区
の
幸
運

橋
を
{
女
治
川
寄
り
に
入
っ
九
と
こ
ろ
、
大
き
な
民
家

を
備
り
て
、
最
初
は
水
上
友
愛
協
会
」
の
衷
札
が

掲
げ
ら
れ
、
艀
(
は
し
け
)
、
団
需
の
上
で
鴛

す
る
人
々
の
十
供
逹
四
人
を
預
か
っ
た
。

そ
の
頃
、
大
阪
港
に
は
、
翌
万
人
の
水
上
生
活

者
が
い
九
が
、
学
齢
児
童
は
約
二
0
0
0
人
を
数
え

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
四
割
六
分
が
不
擧
児

雫
あ
っ
六
(
武
邦
保
調
)
。
両
親
の
目
の
と
ど
か

ぬ
場
所
で
遊
び
廻
っ
て
い
る
う
ち
に
、
過
っ
て
海
に

落
ち
、
幼
い
告
が
消
え
奈
件
を
知
っ
て
、
中
村

逃
は
八
ー
ベ
ー
・
シ
ー
ド
立
教
師
と
協
力
し
、
宜
教

師
婦
米
後
は
独
力
で
水
上
隣
保
鮮
を
開
い
て
月
雁
か

ら
土
曜
ま
で
子
供
を
預
か
り
、
口
曜
に
は
親
の
許
に

知
し
六
。

四
人
の
f
似
片
」
が
カ
ブ
一
と
力
ら
如
め
九
水
上
隣

保
鯨
も
、
問
も
な
く
三
十
名
を
越
え
、
併
家
も
狄
艦

論
家
で
あ
る
よ
り
も
猛
し
い
実
践
家
で
あ
っ
九
。

努
力
は
人
問
を
創
る
」
と
は
、
中
村
逃
が
し
ぱ

し
は
自
著
の
書
と
共
に
、
僻
っ
九
句
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
彼
の
生
涯
を
象
徴
す
る
一
暴
と
も
な
っ
九
。

出
発
点

彼
の
礼
△
希
祉
に
献
げ
九
中
涯
は
、
同
志
礼
大
ン

一
、
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

中村途
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と
な
っ
九
の
で
、
天
保
町
の
三
階
建
の
日
本
家
屋
に

移
っ
た
。
当
時
を
知
る
中
村
敏
夫
氏
(
現
水
上
隣
保

鯨
常
任
理
事
)
の
話
に
ょ
れ
ば
、
そ
の
家
は
港
の
片

隅
、
漁
舟
が
お
こ
し
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
岸
壁
の

上
で
、
舟
の
油
で
汚
れ
て
い
て
、
悪
臭
が
鼻
を
つ
く

ほ
ど
の
場
所
で
あ
っ
六
。
其
処
を
神
の
国
と
す
る
慈

気
込
み
で
、
叩
§
夫
妻
は
働
い
九
が
、
多
く
の
子

供
た
ち
の
裂
具
に
は
南
京
虫
挺
ま
り
、
毎
朝
そ
の

害
虫
退
治
の
戦
い
で
夜
が
明
け
六
と
園
う
。

子
供
九
ち
の
疫
食
の
世
話
を
手
に
引
受
け
て
働

い
た
の
が
八
重
十
夫
人
で
あ
っ
九
。
親
た
ち
が
隣
保

館
に
渡
し
た
月
謝
は
月
五
円
で
、
し
か
も
そ
れ
す
ら

も
払
え
な
い
親
た
ち
も
少
く
な
か
っ
た
。
子
供
た
ち

の
母
親
代
り
と
し
て
八
重
子
夫
人
は
、
多
く
の
子
た

ち
を
別
け
隔
て
な
く
、
ひ
な
を
褒
の
下
に
集
め
た
母

鳥
の
よ
う
に
、
必
死
に
な
っ
て
働
い
た
。
主
食
は
米

゛

亀

9

、

'
.

、

と
E
お
半
々
、
副
食
は
畍
一
つ
だ
け
の
漬
物
、
味
噛

汁
が
付
け
ば
上
等
で
あ
っ
た
。
轟
ば
厚
生
竹
や
地

方
由
治
体
か
ら
の
援
助
も
な
く
、
極
く
限
ら
れ
た
篤

志
家
に
訴
え
て
後
援
を
お
願
い
し
て
い
た
。
翌
日
の

宅
食
も
底
を
つ
い
た
と
い
う
窮
乏
の
中
を
、
二
人
は

食
卓
に
帷
ぷ
三
十
人
の
子
供
た
ち
と
、
感
謝
の
祈
り

を
唱
和
し
な
が
、
皀
涙
し
て
い
九
。

送
り
込
ま
れ
た
子
供
の
中
に
謙
の
あ
る
子
供
が

い
九
。
ど
ん
な
に
さ
と
し
て
も
矯
正
さ
れ
な
い
。
他

の
子
供
へ
の
悪
影
郷
を
考
え
て
、
館
長
の
逃
は
親
許

に
送
り
返
そ
う
と
.
一
[
い
だ
し
六
。
そ
の
と
き
八
重
子

夫
人
は
反
対
し
て
、
涙
な
が
ら
に
「
こ
ん
な
子
供
を

矯
正
で
き
な
い
な
ら
、
私
は
こ
の
仕
事
を
止
め
ま

す
」
と
順
張
っ
て
一
歩
も
譲
ら
な
か
っ
六
そ
う
で
あ

る
。

'
、

危
機
の
時
代

中
村
逃
夫
妻
は
苫
鬪
に
苦
W
を
続
け
た
が
、
そ
の

中
で
も
大
き
な
危
機
が
二
度
襲
っ
て
き
た
。

そ
の
一
つ
は
昭
和
九
年
九
月
一
Π
の
宅
戸
台
風
の

と
き
、
大
阪
築
港
の
天
保
町
に
た
つ
一
一
階
建
の
大
阪

水
上
隣
保
館
を
台
風
は
直
撃
し
た
。
二
階
ま
で
海
水

が
浸
水
し
て
き
た
と
き
、
巾
村
鯨
長
は
何
う
し
て
い

る
か
と
職
員
の
人
が
ズ
ブ
ぬ
れ
に
な
り
乍
ら
三
階
に

一
.
.
、

』

Υ
、
、

、

、

ノ

、

、

.

、

『

i

ι
一

ノ

、

、

、
 
J

゛

昇
っ
て
見
る
と
、
ギ
シ
ギ
シ
揺
れ
る
陪
い
部
尾
の
真

小
に
、
彼
は
正
座
し
て
祈
っ
て
い
た
。
彼
は
沈
み
ゅ

く
船
の
船
長
の
心
^
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

嵐
の
最
中
に
隣
保
館
の
子
供
た
ち
は
、
日
常
の
如

く
に
登
校
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
水
が
い
く
分
引
い

た
頃
、
鯨
長
や
八
重
子
夫
人
と
職
員
た
ち
は
、
い
ち

阜
く
子
供
を
尋
ね
て
膝
ま
で
つ
か
る
水
の
中
を
歩
い

九
。
譜
も
あ
ち
ら
の
家
か
げ
に
三
人
、
こ
ち
ら
の

磁
信
任
K
二
人
と
見
出
さ
れ
、
「
そ
の
時
は
私
逹
は

子
供
を
だ
き
し
め
て
、
声
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

公
庄
秋
子
は
語
っ
て
く
れ
た
。
家
屋
は
雛
も
落
ち
こ

み
被
害
甚
大
で
あ
っ
た
が
、
幸
に
子
供
た
ち
は
、
一

人
が
足
に
嵯
い
切
り
傷
を
負
っ
た
ガ
け
で
笑
顔
系

ま
る
こ
と
が
で
き
た
0

第
二
の
危
機
は
戦
災
を
受
け
た
と
き
で
あ
っ
九
。

水
害
後
、
幸
に
も
水
上
隣
保
館
は
再
建
さ
れ
た
が
、

昭
和
二
0
年
六
月
一
日
の
大
阪
の
空
襲
に
は
、
折
角

多
く
の
人
の
援
助
を
受
け
て
出
来
上
っ
六
建
物
も
灰

壗
に
帰
し
た
。
子
供
達
は
早
く
も
親
た
ち
を
探
し
て

偏
っ
て
行
っ
た
が
、
そ
れ
と
代
わ
る
よ
う
に
戦
災
孤

児
、
混
血
児
も
加
え
ら
れ
て
、
中
村
逃
は
一
属
忙
し

く
な
っ
九
0

大
阪
駅
の
北
に
ψ
1
る
中
津
に
パ
ラ
ッ
ク
を
建
て
、

ち
ま
た
に
さ
迷
う
了
供
達
が
築
め
ら
れ
て
隣
保
館
は

、

.

'
、

、
一
一

.,'
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ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
こ
こ
に
根
拠
地
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
「
時
市
立
大
学
教
授
で
あ
っ
左
田

了
一
氏
の
ご
原
譜
依
る
も
の
で
あ
っ
六
0

終
戦
直
後
の
窮
乏
時
代
に
中
怠
は
子
供
迷
の
た

め
に
束
奔
西
走
し
た
が
、
世
間
の
人
々
は
易
の
綴

を
求
め
て
血
眼
に
な
っ
て
い
た
状
況
で
、
隣
保
館
は

援
助
を
訴
え
る
対
象
を
見
失
っ
て
い
た
。
収
容
さ
れ

た
十
供
た
ち
は
、
夜
の
ね
ぐ
ら
を
与
え
ら
れ
た
の
を

腎
し
な
力
ら
も
、
儒
は
欝
き
に
、
ー
に
出

て
ゅ
く
者
も
い
た
。

途
は
暫
時
の
問
、
大
阪
府
会
の
凋
杏
宅
に
職
を
与

え
ら
れ
て
、
一
時
し
の
ぎ
を
し
た
こ
と
が
あ
る
0
 
こ

の
頃
の
測
査
室
の
同
僚
の
者
に
逃
は
将
来
珍
を
語

つ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
阪
倫
の
中
で
は
な

く
、
近
隣
に
子
供
た
ち
が
迷
惑
を
か
け
る
心
配
や
気

悲
ね
を
す
る
必
愛
の
な
い
山
に
士
地
を
買
い
、
今
で

も
百
人
以
上
い
る
十
供
た
ち
を
Π
由
に
中
活
さ
せ
九

い
の
だ
、
と
。
そ
れ
は
水
上
犠
館
の
再
出
発
の
プ

ラ
ン
で
あ
り
、
そ
の
資
釡
の
一
部
と
し
て
は
、
中
の

島
の
一
角
に
所
行
し
て
い
る
土
地
を
.
冗
っ
て
、
そ
れ

に
ψ
↓
て
る
計
画
が
練
ら
れ
て
い
九
。

年
表
(
逃
1
水
上
よ
り
山
上
へ
の
歩
み
ー
の

巻
末
)
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
0
年
、
中
津
に
仮
住
い

を
し
て
問
も
な
く
、
同
じ
年
の
非
に
、
三
島
郡
島
本

N
4
プ
寺
に
謠
し
謬
に
は
既
に
地
域
の
六
め

に
、
「
山
崎
保
育
園
L
(
一
三
0
名
定
員
)
を
開
没
し

て
ぃ
る
。
他
の
而
で
は
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
の

評
謎
員
や
理
事
と
な
り
、
ま
六
同
協
議
会
の
児
章
収

容
部
会
長
と
も
な
っ
て
、
社
金
郁
の
分
野
に
お
い

て
指
導
者
の
一
人
と
し
て
一
般
に
鬻
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
二
六
年
、
理
想
突
現
の
第
一
歩
と
し
て
、
現

在
地
、
天
王
山
麓
に
土
地
を
入
手
し
六
。
雑
木
林
を

開
拓
し
、
通
を
つ
け
、
箪
需
工
場
の
不
用
建
築
材
を

買
い
と
り
、
そ
の
巾
の
使
用
に
耐
え
る
も
の
二
、
三

棟
を
手
に
入
れ
て
、
丘
の
上
に
隣
保
館
は
建
て
ら
れ

た
。
こ
の
六
め
に
大
阪
府
や
市
の
後
援
一
般
有
志

の
寄
付
、
賀
W
彦
氏
の
後
援
な
ど
が
あ
っ
九
が
、

ま
た
中
村
逃
夫
妥
の
於
祈
り
と
若
き
棚
力
者
た
ち

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
実
現
さ
せ
た
。

設
さ
れ
た
乳
児
院
(
定
貸
二
六
名
)
、
山
峪
保
育
圈

(
一
.
 
0
名
)
、
駆
の
甲
保
育
園
(
三
0
名
)
、
山
崎

幼
雅
園
(
六
一
五
名
)
、
キ
リ
ス
ト
教
保
育
専
門
学

院
(
一
部
二
0
0
名
、
ニ
'
部
一
五
0
名
)
が
鷲
収
さ

れ
九
。山

村
逃
は
多
忙
の
中
に
時
間
を
訓
て
伺
志
社
大

学
、
関
西
学
院
、
神
肩
女
学
院
、
天
理
大
学
な
ど
に

嘱
器
師
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、
ま
た
「
条
福
祉

の
理
論
と
突
際
」
以
下
八
冊
以
上
の
業
¥
刊
行
し

現
状

毎
年
、
向
志
社
大
学
、
明
如
儒
大
N
姦
他
の
大

学
四
笙
が
、
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
の
ワ
ー
ク
キ

十
ン
フ
が
隣
保
飢
で
棉
さ
れ
、
道
峅
の
整
備
を
し
て

き
た
か
、
子
供
た
ち
を
収
容
し
て
い
る
建
築
物
も
次

第
に
改
良
さ
れ
て
き
た
。

態
施
設
(
定
員
一
九
五
名
)
、
岡
和
四
四
年
開

昭
和
五
一
年
六
月
、
健
康
を
害
し
、
検
診
の
六
め

一
陽
の
大
阪
医
科
大
学
付
属
病
院
に
入
院
、
夫
人
の

手
篤
い
看
淡
、
医
師
の
完
全
な
治
療
も
空
し
く
、
五

二
年
一
月
二
六
日
、
過
労
の
た
め
天
に
N
さ
れ
た
0

「
毎
朝
五
時
前
に
起
床
、
夜
は
十
時
す
ぎ
て
か
ら

一
日
の
締
め
括
り
し
を
し
て
き
た
八
重
子
夫
人
は
、

其
後
も
ま
す
ま
す
健
在
。
大
阪
水
上
隣
保
銘
館
長
と

し
て
、
卵
事
長
と
し
て
、
働
い
て
お
ら
れ
る
。
隣
保

館
は
来
年
五
十
周
作
を
迎
え
る
。

(
大
学
名
誉
教
授
キ
リ
ス
ト
教
保
育
専
門
学
皖
長
)

(
注
前
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
巾
村
洛
が
昭
和
五
0
年
工
月

同
志
社
ス
学
か
ら
名
誉
柚
稀
士
の
学
位
を
贈
ら
れ
た
と
き
の

記
念
の
も
の
)

た
0
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